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 一様流流速 15m/s での測定結果である各揚力，抗力係数のスリット吹出し無しを CL-wob，CD-wob，
吹出し有りを CL-wb，CD-wb として図３に示す．また吹出し反力以外の吹出しによる翼周りの流れ
変化に伴う力成分変化を評価するため，反力を差し引いたものを CL-wbe，CD-wbe として同図に示す．
揚力については，揚力係数 CL-wbe と CL-wob の値がほぼ一致しており，反力以外に起因する揚力増
加を得られなかった．この理由として，風洞の流速に対する吹出し速度や流量の不足が考えられ
る．この不足を改善すると，逆圧力勾配に関係すると考えられている渦崩壊の抑制・遅延ができ，








図３：迎角に対する揚力係数 CL, 抗力係数 CD（一様流流速 15m/s） 
 
３・３ デルタ翼上面圧力分布 

















した値 0.558 の位置に熱線流速計のセンサーを翼上面の境界層内に貼り付け，流速 10 [m/s]，迎角 
16 度と 20 度の形態で，16 度では吹出し無し，20 度では吹出しの効果を調べた．速度変動のパワ
ースペクトルを図５に比較する． 
 図５の結果から，吹出しの有無に依らず 200-300Hz を中心として広帯域ではあるが周期変動が
捉えられている．迎角 20 度の場合は 16 度に比べて，変動のレベルも全ての周波数帯域で増大し，
渦の発達がより進んでいることが伺えるが，吹出しの効果はこの周期変動に直接現れていない．



































(2) Gursul, I.: Unsteady aspects of leading-edge vortices, Chapter 6 of RTO-TR-AVT-080, 2009. 
